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花王 和歌⼭⼯場
⾃転⾞を活⽤した従業員の健康づくり



約１,９００名

従 業 員 数

1942年（昭和17年）
操業 1944年（昭和19年）

５３万㎡

ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ＆ﾎｰﾑｹｱ製品／ﾋﾞｭｰﾃｨｰｹｱ製品
ｹﾐｶﾙ製品（油脂製品 ／機能材料製品 ／ｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨｹﾐｶﾙｽﾞ製品）

設 立

敷 地 面 積

約８００千トン／年

生 産 量

主な生産品目

和歌⼭⼯場の概要



鹿島

川崎和歌山
・家庭品の西日本供給拠点
ケミカルの供給拠点

酒田

愛媛 栃木

化粧品（ソフィーナ）

豊橋

ケミカル製品

ヘアカラー
ヘアケア製品

東京

衣料用洗剤／台所用洗剤
住居用洗剤
シャンプー、リンス

生理用ナプキン
紙オムツ

入浴剤
紙オムツ（輸出用）

衣料用洗剤／台所用洗剤
住居用洗剤
シャンプー、リンス

生理用ナプキン
紙オムツ

・ 家庭品の東日本供給拠点

・サニタリ製品東日本供給拠点・サニタリ製品西日本供給拠点

・紙加工製品の
グローバル供給拠点 ・ケミカル供給拠点

・ BC新製品の
供給拠点

小田原

化粧品

・ 化粧品のグローバル供給拠点

・新規開発型拠点

花王グループの⽣産拠点（⽇本）

和歌⼭⼯場
 ビューティーケア製品
 ファブリック＆ ホームケア製品
 ヒューマンヘルスケア製品
 ケミカル製品

1944年(昭和19年)操業
■⻄⽇本の供給拠点
■総合⼒を⽣かした基幹⼯場
■新規基剤・技術の開発



住居用洗剤 住居用漂白剤

工業用化学製品

ファブリック＆ホームケア製品 ビューティケア製品 ヒューマンヘルスケア製品

和歌⼭⼯場の主要製品

台所用洗剤/台所用漂白剤/消臭芳香剤

衣料用洗剤/柔軟仕上剤/衣料用漂白剤/洗濯用のり剤

シャンプー/リンス/トリートメント（洗髪剤）

ヘアカラー/スタイリング剤 男性化粧品
ヘアマニュキア/育毛剤

歯磨き/歯ブラシ/入浴剤

掃除用紙製品

石鹸/洗顔料/全身洗浄料

ハードディスク研磨剤 高級アルコール マイテイ® 香料 カラートナー



防潮林

和歌⼭⼯場の概要



花王グループ健康宣⾔

経営トップからのメッセージ
【要約】

「健康」は個⼈⽣活の基盤ばかりでなく社会の財産
社員の健康は⾃分にも家族にも、
そして会社にもかけがえの無い財産
健康は社会にとっても共通の財産

健康づくりの主体はあなた
1⼈だけでは限度もあり、会社としても積極的に⽀援
気付きを促し、アドバイスし、応援する
職場を通して推進し、産業保健スタッフはその⽀援

健康経営を標榜する企業の⼀員として
⾃分、家族、同僚、メンバーの⼼⾝の健康に関⼼をもち
明るく、楽しく、元気よく「健康づくり」の実践を

2008年発⾏
グループ会社全社員に配布



健康経営４年連続選定
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201７年度 健康づくりイベント等 年間まとめ

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉
※イベント名に下
線があるものはク
ピオポイント付与
イベント

◆禁煙講話〜
2018年就業時
間内禁煙〜

◆⼊社３年⽬
⾯談︓８５名

◆健診前ｳｫｰｷﾝ
ｸﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

◆職場毎ﾒﾝﾀﾙﾍ
ﾙｽｹｱ研修

◆新⼊社員研
修

◆2016年度特
定保健指導最
終⾯談

◆メンタルヘルス
管理者研修(ﾍﾞｰ
ｼｯｸｺｰｽ)

◆定期健診

◆⻭科健診

◆花王グループ
禁煙週間

◆肺年齢測定
＆運動会で家族
に向けた禁煙相
談会

◆塩分摂取量
測定会

７⽉ ８⽉ ９⽉ １０⽉ １１⽉ １２⽉
◆メンタルヘルス
管理者研修(ｱﾄﾞ
ﾊﾞﾝｽｺｰｽ)

◆メンタルラインケ
ア研修

◆ストレスチェック

◆GENKIプロ
ジェクト︓ホコタッ
チ導⼊

◆特定保健指
導
9-10⽉

◆⾃転⾞通勤で
マインドスイッチ

◆健康講話（よ
りよい睡眠を⼿に
⼊れよう〜知れ
ば得する役に⽴
つ〜）

◆世界遺産保
全ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱでの
健康ｳｫｰｷﾝｸﾞ

◆体⼒測定・ボ
ディスキャン

◆ｻｲｸﾘﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ

◆年間を通じて
「出前健康教
室」

◆⼊社1年⽬⾯
談︓89名



社内用
人財開発部門



Health Promotion 

2015年11⽉時点での通勤種類別割合
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通勤種別 割合

⾞ ４７％

バイク １３％

公共交通機関 ５％

⾃転⾞ ２５％

徒歩 ４％

健康づくり通勤 ６％ or

6割



Health Promotion 

健康づくり通勤制度について
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⾃転⾞通勤 マイカー＆バイク通勤

・天気の悪い⽇は⾞で通勤したい
・出張に⾏く⽇などの荷物の多い⽇は⾃転
⾞は厳しい

・天気の良い⽇は⾃転⾞通勤したい
・荷物の多い⽇は⾞がいい

健康づくり通勤

２つの通勤スタイルを兼ね合わせた
通勤⽅法



和歌山工場
地区SC 健康相談室自転車健康通勤プログラム

自転車のフィッティング

【⽬的】
2015年和歌⼭事業場男性の「運動をほとんどしない⼈の率」48.2％ 男⼥ともに「運動不⾜と思う⼈の率」80％以上と、
運動不⾜を⾃覚している⽅が多い。今回のプログラムで通勤を⾃転⾞に変えることにより、運動不⾜の解消、健康状態の
改善、気分の変化による⽣産性向上への効果等を前後の測定・アンケートによって検証する。
本プログラムの取組を機会に、⾃転⾞通勤者率が増えていく波及効果を期待。
★株式会社シマノ、町のじてんしゃ修理屋さん、紀の川エリア観光ｻｲｸﾘﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ推進協議会、紀の川ｻｲｸﾘﾝｸﾞｸﾗﾌﾞの協
⼒を得て実施
【参加者】
第1期︓２０⼈ 第2期︓２０⼈

ｻｲｸﾘﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ説明会 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ講習会

【実施内容】
事前説明会（ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｸ・ﾍﾙﾒｯﾄﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ）、⾃転⾞通勤前後の測定・ｱﾝｹｰﾄの実施、安全講習会、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ講習会、

ｷｯｸｵﾌ説明会、紀の川ｻｲｸﾘﾝｸﾞ（20km、40km）ｻﾎﾟｰﾄﾒｰﾙ週3回送信 等で参加者の3ヶ⽉間の⾃転⾞通勤を⽀援
【結果】
・⾎液性情（特に肝機能）、脚筋⼒の改善 ・労働⽣産性が改善した⼈の向上幅が⼤きくみられた
・⾃転⾞通勤の実施⽇、⾮実施⽇で気分状態の違い(出社前後及び帰社前後の活性度の改善）がみられた
・⾃転⾞購⼊率7割以上。⾃転⾞通勤の継続や⼟⽇にｻｲｸﾘﾝｸﾞするなど⾝体活動の向上につながった。



Health Promotion 

⾃転⾞通勤でマインドスイッチ
⽬ 的︓通勤に⾃転⾞を活⽤することは、健康・体⼒の向上だけではなく、気分や気持

ちの切り替えに効果的。ワークショップで、⾃転⾞のメンタルフィットネスへの効果や
⾃転⾞通勤に必要な知識を学び、⽇々の気持ちの切り替えやストレスの解消に
つなげる。

⽇ 時︓2018年3⽉17⽇(⼟) 9:00-15:00
場 所︓健康相談室
講 師︓株式会社シマノ バイシクルコンポーネンツ事業部 企画部 ⽂化推進室

阿部 ⻯⼠様

対 象︓⾃転⾞通勤に関⼼のある⽅、メンタル改善に関⼼のある⽅、働き⽅を変えたい⽅
参加⼈数︓５名

雑賀崎への⾛⾏体験ワークショップ



Health Promotion 

桜＆桃お花⾒サイクリング
⽬ 的︓サイクリングイベントで運動の機会を提供すること。そして、サイクリングの楽しさや

爽快さを実感することで、⽇常⽣活で「⾃転⾞」を活⽤する⼈や⾃転⾞通勤・
健康づくり通勤者を増やし、運動不⾜感を改善させる。

⽇ 時︓2018年4⽉7⽇(⼟) 9:30-15:30
経 路︓打⽥わかもの広場→⽵房橋→ 百合⼭まつり（振舞い）→⻯⾨川（桜）

→⻄笠⽥駅→⿓之渡井（世界灌漑遺産）→⻘洲の⾥で⼩休憩
→名⼿本陣→藤崎井→粉河わかもの広場せせらぎ公園（昼⾷12︓00前後）
→パラグライダー前→桃源郷→打⽥わかもの広場

委託業者︓紀の川サイクリングクラブ
対 象︓和歌⼭事業場社員とその家族
参加⼈数︓35名（家族参加なし）

集合写真サイクリング



南海和歌山市駅

和歌山城

JR和歌山駅

紀ノ川

和歌山本港

新日鐵住金
和歌山北港

花王(株)
和歌山工場

⾃転⾞通勤への障壁① 道路事情

３㎞以内は
⾞通勤禁⽌

特に⼯場周辺の道は、通勤するには
危険︕
「⾃転⾞通勤はしたいが道が・・・」



⾃転⾞通勤への障壁② 駐輪場
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①⾃転⾞通勤者⽤駐輪場 ②⾃転者通勤者＆健康づくり通勤者⽤駐輪場

③健康づくり通勤者⽤駐輪場

①⾃転⾞が許容量オーバー

②許容量オーバー＆社外の⼈が⼊ってこれる

③屋根もなく、社外の⼈が⼊ってこれる、駐⾞場
の端で正⾨で距離が遠い

⾃転⾞通勤への障壁② 駐輪場



今後のターゲット層
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3.0以下 5.0以下 5.1-10.0 10.1-15.0 15.1- 総計
71 0 71

100% 0% 0% 0% 0%
403 71 38 3 4 519
78% 14% 7% 1% 1%
82 49 79 7 10 227

36% 22% 35% 3% 4%
26 98 434 108 213 879
3% 11% 49% 12% 24%
8 29 86 14 9 146

5% 20% 59% 10% 6%
75 9 10 1 5 100

75% 9% 10% 1% 5%

徒歩

⾃転⾞

バイク

マイカー

健康づくり通勤

公共交通⼿段

⼯場から遠い場合、⾃転⾞通勤への抵抗感が強く出てしまう。
まずは、５㎞程度の近い距離層をターゲットに「健康づくり通勤」「⾃転⾞通勤」をすすめる︕



2020年⽬標値
健康づくり通勤率︓10％
⾃転⾞通勤率︓27％

2016年〜⾃転⾞通勤率増加への取組内容

2016年2⽉ ⾃転⾞通勤プログラム1期説明会
3⽉ ⾃転⾞通勤プログラム1期スタート
4⽉ 春の交通安全運動「⾃転⾞の安全講習」
5⽉ サイクリングイベント
6⽉ ⾃転⾞通勤1期終了
８⽉ ⾃転⾞通勤プログラム2期説明会
9⽉ ⾃転⾞通勤プログラム2期スタート

11⽉ サイクリングイベント
12⽉ ⾃転⾞通勤2期終了

2017年9⽉ ⾃転⾞通勤でマインドスイッチ
11⽉ サイクリングイベント

2018年3⽉ ⾃転⾞通勤でﾏマインドスイッチ
4⽉ サイクリングイベント

通勤種別割合の年次推移



花王エコラボミュージアム（和歌⼭）
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“いっしょにeco”を知って、体験していただくための施設、

「花王エコラボミュージアム」。

展示や映像、体験プログラムなどを通じて、子ど
もから大人まで楽しくエコを学べます。
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ご清聴ありがとうございました


